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1 . はじめに
本報告は，香港・北京・シンガポールの大学で実施
されているスタジオ形式のデザイン教育の先進事例に
ついて現地調査した結果を報告するものである．既報
として米国西海岸のロスアンゼルス，サンフランシス
コの大学を調査した「スタジオ形式によるデザイン教
育先進事例調査」があり，本報告はその続編と位置付
けられる（本江 2015）．
ここでいう「スタジオ」とは，建築に限らず実践的
なデザイン教育において広く普及している授業の形式
である.スタジオマスターとよばれる教員が課題を設
定し，受講生がこれに応えて，基本的には自主的に制
作を行っていく.途中，定期的にスタジオマスターに
よる批評が行われ，受講生は適宜修正をしていく.完
成した作品は，スタジオマスターにゲストを含めた講
師陣によって講評を受ける.この一連のプロセスを
もった授業の形式を「スタジオ」とよぶとともに，作
業を行う空間もまた「スタジオ」と呼ばれる.本調査
では，もっぱら後者の作業空間としてのスタジオにつ
いての調査をおこなっている.
さらに，スタジオに併設された「ワークショップ」
あるいは単に「ショップ」とよばれる，工作機械を備
えた工房について調査している. ショップは，通常の
製図等軽作業のための空間から独立した空間で，ボー
ル盤や旋盤，フライス盤などの工作機械が使用でき
る.最近では，三次元プリンタやレーザーカッター，
フラットベッドミル，ロボットアームなどコンピュー
タ制御の高度な工作機械を備えたショップも多く，コ
ンピュータによるデザイン・データと工作機械を直結
した「デジタル·ファブリケーション」への対応がす
すんでいる．
2 . 調査の背景と位置づけ
本調査は，東北大学大学院工学研究科フィールドデ
ザインセンターが実施している，多規範適応型コラボ
レーションによるプロジェクト駆動型デザイン教育プ
ログラムである「PBL（Project Based Learning）デ
ザインスタジオ」の運用プロセスの開発に資すること
を期待して実施された．このPBLデザインスタジオ
は，文部科学省による「次世代アントレプレナー育成
事業 EDGE-NEXTプログラム」に採択された，東北
大学を主幹校とする「EARTH on EDGE」コンソー
シアムによる人材育成プログラムの一つとなっている．
フィールドデザインセンターとは，東北大学大学院
工学研究科が2015年に設置した産学連携センターの一
つであり，都市・建築学専攻が仙台市と連携し，文部
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香港大学，清華大学，SUTDの各大学でのスタジオ形式のデザイン教育について，特にスタジオ（製図室等）とショッ
プ（ワークショップ，工房）の機能と運用について現地調査した．各大学とも，キャンパスの特性を生かした形で
校舎を整備し，スタジオとショップの環境を充実させている．ショップにはデジタル・ファブリケーションの機材
が整備され，専任スタッフによって管理されている．スタジオとショップは表裏一体であり，デザインのアイデア
をその場ですぐに見える形に試作し，評価し，改善していくラピッドプロトタイピングのプロセスを確保している．
新たなタイプの事故のリスクに対する姿勢には大学ごとに違いが現れている．学生間のコミュニケーションのため
の空間も整備されている．コラボレーションとコミュニケーションのための空間がスタジオ／ショップのシステム
の中に織り込まれていることがデザイン教育の活性をもたらすからである．
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科学省が運用を行う社会システム改革と研究開発の一
体的推進のプログラム「地域再生人材創出拠点の形成」
の一環として実施した「せんだいスクール・オブ・デ
ザイン」の継続事業として位置づけられているもので
ある．
フィールドデザインセンターはまた，工学教育院科
目「デザインとエンジニアリング」の実施を担当して
おり，本調査は，この授業の円滑な実施にも資するも
のである．この科目は，工学研究科等の様々な専攻の
教員によるオムニバスの講義で，各回，担当教員の講
義と討議，ラボでのデモンストレーション等をセット
として実施しており，工学部・工学研究科の全学科か
ら計30名ほどの履修者がいる．テクノロジーに社会的
な意味を与えて社会と接続し，創造的未来を作り出す
エンジニアを輩出することを目指した科目であり，デ
ザインの統合力や直感的訴求力を活用した異分野統合
の方法論についても学ぶ機会とし，各専門の活用可能
性を開拓するものである. 最終回には全員参加の簡単
なワークショップを行っている．
さらに本調査に伴うデザイン教育の先進大学との
ネットワーク形成により，今後の国際連携によるデザ
インスタジオ教育への発展が期待される.
3 . 調査対象および日程
調査の対象および日程は以下の通りである．
- 香港大学 建築学部建築学科, 2015年12月 7 日〜 9日
- 清華大学 建築学院 建築系, 2016年12月26日〜30日
- Singapore University of Technology and Design 
（SUTD）, 2017年 2 月14日〜15日
QS World University Rankings by Subject 2017に
よれば，香港大学／清華大学／東北大学はそれぞれ
Architecture分 野 で は，10位 ／11位 ／101-150位，
Engineering & Technology 分野では27位／10位／62
位である．香港大学，清華大学はいずれも東北大学よ
りも高く，当該分野では世界トップレベルの評価を受
けている．またSUTDについては学部構成が特殊な
ためか，この分野別大学ランキングには入っていない．
本調査の関心である教育施設整備状況自体が，ラン
キングの判定項目となっているわけではないが，デザ
イン教育におけるスタジオの重要性を考えれば，評価
と施設整備状況との間には一定の相関があると考えら
れる．
4 . 香港大学
香港大学 The University of Hong Kong の建築学
部 Faculty of Architecture は以下の 5学科を擁して
いる．
- Department of Architecture
- Department of Real Estate and Construction
- Department of Urban Planning and Design
- Division of Landscape Architecture
- Division of Architecture Conservation
各学科はそれぞれ独自のカリキュラムを持っている
が，CAD（Computer Aided Design コンピュータ支
援設計）室や工房などの教育施設は共有されている．
香港島西部に位置する香港大学のキャンパスは大規
模であるものの，規模の割には狭く傾斜地の入り組ん
だ地形にあって密度は高いため，校舎はいずれも中高
層のビルとなっている．建築学部の入居する Knowles 
Building もまた比較的小さなフロアを積層した高層
の建物となっている．そのため建築学部の校舎内には
吹き抜けのような大空間はなく，小さな空間に分割さ
れており，作業空間も学年ごとに階が分けられている．
学科を超えて共用される各種のショップは，細分化さ
れた作業空間によるコミュニケーションの分断を補う
ものとして機能している．
4.1　CAD ラボラトリ
CAD ラボラトリは年中無休で終日24時間の利用が
可能となっている．学生証で入室管理を行っており，
事前予約は不要で，授業で占用されている時間以外は
自由に利用できる．設置されているパソコンには，
AutoCAD，Autodesk Building Design Education 
Su i te，Autodesk   Maya，Adobe  CS  Des ign 
P r em i um，Adobe   P r o du c t i o n   P r em i um，
Rhinoceros，Eview などのアプリケーションがイン
ストールされている．このラインナップには特に特徴
的なものはなく，一般的なものだと言えるが，三次元
BIM（Building Information Modeling  建築情報モデ
リング）のアプリケーションがあまり積極的に使われ
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ていない点はむしろ意外であった． 4台のプリンタ兼
スキャナがオンライン接続されており，学内のネット
環境からの印刷を受け付けることができるようになっ
ている．
4.2　デジタル・ファブリケーション・ラボラト
リ
デジタル・ファブリケーション・ラボラトリは平日，
昼休みを除き午前 9時から午後 6時まで利用できる．
オンラインシステムからの利用予約が必要で，学生証
で入室管理を行っている．特に人気のある 3 Dプリン
タは30分ごとに細かく時間指定して予約するように
なっている．レーザーカッター 6台， 3 Dプリンタ 3
台，CNC（computer numerical control コンピュータ
数値制御）ルータ1台が設置されている．いずれも最
新型かつ大判のものが多く，専門職員の管理のもと安
定した運用がなされている．特にレーザーカッターは
充実しており，学生の利用も活発であった．近年各地
のデザインスクールに普及してきているロボットアー
ムは設置されていなかった．
4.3　木工室
木工室は月曜 9時から 6時，火曜から金曜は 9時か
ら 4時までの利用時間が設定されている．予約は不要
で学生証で入室管理を行っている．機器は一般的なも
ので，エッジサンダー，丸ノコ 4台，バンドソー 3台，
糸鋸 1台，（木工ではないが）フォームカッターがある．
ハンドツールについては木工室外への貸し出しも行っ
ている．材料としては，天然木や合板ではなく，品質
が 安 定 し て い て 密 実 なMDF（Medium Density 
Fiberboard中密度繊維板）が多用されている．木工
室でもMDFは販売されており，事前にオンラインで
支払いを済ませておくと木工室で受け取れる．
4.4　プリントショップ
平日11時から 7時までの利用が可能．プレゼンテー
ション用の図面や冊子などはここで印刷・製本するこ
とができる．まとまった紙資料は製本した形で利用す
ることが一般的なようで，学生たちもバインダーやク
リアファイルではなく，きちんと製本された自作の冊
図 1 　香港大学 デジタル・ファブリケーション・ラボ
ラトリ（著者撮影）
図 2 　香港大学 木工室（著者撮影）
図 3 　香港大学 プリントショップ（著者撮影）
図 4 　香港大学 製図室（著者撮影）
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子を多く使用していた．
4.5　展示スペース
スタジオの廊下などは，空間を埋め尽くすように学
生作品の展示に利用されている．画鋲による簡易な掲
示ではなく，パネル化したものを壁に釘で打ち付けた
ものが多く，本格的な展示だと言える．当然，撤去時
には美術館と同様に，釘穴をパテ埋めして塗装する補
修工程が必要になるが，そのコストを受け入れても，
自由な表現とレイアウトを以って展示を行うことが優
先されているようだ．
4.6　製図室
各種ショップが専門の職員によって直接管理されて
おり，整頓された清浄な状態を保っていることと比べ
ると，学生の作業空間である製図室は雑然としている．
家具も，簡易な合板製のものがあえて使用されている．
これは傷んだら交換すれば良い，傷つけることを恐れ
ず自由に使って良い，というメッセージになっている
と考えられる．学生たちはその付託に応えて，各自が
自席を相当にカスタマイズしながら利用している．座
席のレイアウトも学生が自主的に決めている．
5 . 清華大学
北京の清華大学 建築学院 建築系 は中国を代表する
建築系のデザイン高等教育機関である．キャンパスは
北京市街地にあって，学部・研究科に相当する各学院
が個性的な建築で覇を競っているようにみえる．建築
学院の主要建築である「建築館」もまたキャンパス正
門からの主動線に面する堂々としたファサードの 5階
建ての中層建築である．奥には別棟で建てられた新た
な建築が立ち並んでいる．
5.1　建築館 学生用スタジオ
建築館の中間階に，学生用のスタジオ（製図室）が
用意されており， 3階が 3 - 4 年生用， 4階が 1 - 2 年
生用となっている．中央に廊下を通して左右に整然と
ブースが並んでいるのだが，天井高が3.5mとかなり
高く，また一人当たりの席幅も 2 m程度あって広々と
している．また，この高さを利用して，各席の前に高
い収納棚が用意されており，大判の資料や模型などが
積み上げられている．
背中合わせになった個人用のデスクとデスクの間に
は大きなテーブルがあり，振り返れば打ち合わせなど
のグループワークや模型制作などをすることができ
る．テーブルにはそれぞれディスプレイが備えられて
おり，PCを接続することで直ちに資料の検討もでき
る．図面の制作やパソコン仕事などのデスクワークと，
図 5 　清華大学建築館（著者撮影）
図 6 　清華大学 学生用スタジオ（著者撮影）
図 7 　清華大学 新棟 講評スペース（著者撮影）
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模型制作などモードの異なる作業が並行して行われる
のにも適した配置になっていると言える．
5.2　新棟
建築館が十分なフットプリントを持って水平にのび
のびと展開する平面構成であるのに対し，建築館の奥
に増築された新棟は，吹き抜けを介して，カフェ，講
評スペース，展示スペースなどが立体的に連続する垂
直的な構成を取っている．中央には，大規模な実物展
示が可能なアトリウムがあり，調査日には学生の設計
作品を原寸大で実際に制作した茶室が仮設展示されて
いた．
5.3　模型室
「模型室」と呼ばれているショップは別棟（建築館
北楼）にあって，スタジオからは一旦中庭に出てから
入るようになっている．ショップには専任スタッフが
3人常駐しており，ショップを管理するとともに，工
作技術とノウハウの提供を行っている．空間は細分化
されておらず，一部屋一部屋が大きく，一つの部屋に
複数の機材が共存している点が特徴的である．特に木
工室は大掛かりで，大判の合板をカットする大型のフ
ラットベッドCNCカッター 2台を端部におき，木工
旋盤やボール盤，糸鋸などが壁沿いに並んでいて，中
央に組み付けのための作業台が複数据えられ，反対側
の端部にはロボットアームが一機設置されている．一
つの空間の中に加工の手順に沿って機材が並んでお
り，作業効率の高さを確保している．
木工室とは仕切られてデジタル・ファブリケーショ
ンのための空間が用意されており，レーザーカッター
4台， 3 Dプリンタ 2台がある．設置されているPC
は単にファブ機材を動かすための簡易なものではなく
スペックの高いものであり，ファブ機材からの出力を
確認しながらデジタル・モデリングをその場で行うこ
とができるようになっている．実際多くの学生がモデ
リングと出力を行き来しつつ作業を行なっていた．
隣接して画材や模型材料を販売する店舗もある．店
舗の品揃え，特に模型材料は木質材料から樹脂，金属
に至るまで非常に多様で，学生は様々な素材を駆使し
て表現を行うことが求められていることがうかがわれた．
このように非常に効率的な配置のショップではある
が，安全配慮には少々無神経なところがあるように思
われた．例えば，ロボットアームが檻に入っておらず，
アーム可動範囲内に簡単に人が入れてしまうこと，ま
た緊急停止ボタンも目立つ位置にはないことなどは，
厳密な設置基準を求められる日本の場合とは異なって
いる．また，階段室などで塗装スプレーが養生をしな
いまま使用されており，ストリートグラフィティさな
図 8 　清華大学 模型室フラットベッドCNCカッター
（著者撮影）
図 9 　清華大学 模型室（著者撮影）
図10　清華大学 むき出しのロボットアーム（著者撮影）
─  504  ─
本江 正茂・スタジオ形式によるデザイン教育先進事例調査（その 2 ）
がらの状態になっている点は，おおらかな校風と見る
か，管理不行き届きと見るか，評価が分かれるところ
であろう．
6 . SUTD
SUTD （Singapore University of Technology and 
Design）は，チャンギー空港の近くのビジネス団地内
にキャンパスを持つ新しいシンガポールの国立大学で
あり，その名の通り，テクノロジーとデザインに特化
している．SMU（Singapore Management University）
と対をなす新しいコンセプトの大学であり，都市国家
シンガポールの成長戦略をそのまま大学の学部構成に
反映させているものといえる．シンガポールを代表す
る 総 合 大 学 で あ るNUS（National University of 
Singapore シンガポール国立大学）に比べても学費が
高く設定されており，より専門性の高い高水準の学習
環境を提供しようとしている．
SUTDの学生は，2年前期までは特定の学部に属す
るのではなく総合的な教育を受けつつ，第4セメスター
からは 4つの「柱」— Architecture and Sustainable 
Design （ASD）, Engineering Product Development 
（EPD）, Engineering Systems and Design （ESD）, 
Information Systems Technology and Design （ISTD） 
—の中から自主的に専門科目を選定しながら，自身
で立案した「デザイン・プロジェクト」の実現に向け
て取り組んで行き，専任教員はそれぞれの専門性を
持って学生のプロジェクトを支援するというカリキュ
ラムの構造になっており，NUSなどに見られる伝統的
な専門分野ごとに垂直統合された学部学科システムと
は全く異なる．こうしたカリキュラムの設計にあたっ
ては，米国のMIT（マサチューセッツ工科大学）と深
く連携しており，MITとSUTDの教員の交流も大規模
に行われている．
6.1　キャンパス
キャンパスは，流れるような曲線で構成された中層
のコンプレックスで，低層部はシンガポールらしく連
続するピロティで吹き放ちになっており， 2〜 3階レ
ベルの歩行者デッキで各棟が接続されている． 
各教室には奥に補助的な小部屋が用意されていて，
図11　SUTDキャンパス全景（著者撮影）
図12　SUTD Fab Lab アセンブリスペース（著者撮影）
図13　SUTD Fab Lab外観（著者撮影）
図14　SUTD Fab Lab 整理整頓を促す貼紙（著者撮影）
─  505  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
科目によって 3 Dプリンタが設置されたラピッドプロ
トタイピングの空間になっていたり，簡単な作業室で
あったりする．単に座学のためのスクール形式の教室
ではなく，講義をきき，議論し，アイデアがあれば直
ちに形にするというラピッドプロトタイピングの思想
が，そのまま教室の形になっている．
6.2　SUTD Fab Lab
Fab Labと呼ばれる工房は路面に接する 2階建ての
空間になっていて，非常に大規模である．専用特化さ
れた空間として，マシニングセクション，板金セクショ
ン， 3 Dプロトタイピングセクション，木工セクショ
ン，電子工作セクションなどの機材を備えた個室が，
メイカースペース Makers Spaceと呼ばれる流動的な
作業空間でつながれている．各セクションには様々な
機材があるが，どのセクションも整理整頓が行き届い
ていて，シンガポールらしい印象をもたらす．セクショ
ンの管理スタッフの努力だけのものではなく，メイ
カースペース は作業後には完全に片付けて帰ること
が厳しく求められており，随所に貼紙で注意が喚起さ
れている．
Fab Labのなかでも 1階に設けられたアセンブリス
ペースは大変興味深い空間である．二層吹き抜けの大
空間になっており，建物内のそれぞれのセクションや
メイカースペースからよく見えるようになっている．
各作業室で製作された部品を持ち寄って，このホール
で組み立てるという利用イメージである．構内道路に
面した大きなシャッターが開くようになっていて，ト
ラックを乗り付けて，完成したプロダクトを直接搬出
入できる．フロアは簡単にテープで仕切られていて，
様々なものの組み立てが同時に行われている．調査時
には，大きなポケモンのフィギア，ドローン，電気自
動車，ジオデジックドームの建築などが脈絡なく並ん
でいて，それぞれの組立作業が同時並行で行われてい
た．学科ごとの縦割りにならずに，様々なものが同時
に作られていく状況に身をおくことは，当然お互いの
活動への関心を引き出し，また自発的なコミュニケー
ションを生み出すことになるだろう．
6.3　その他
Fab Labのほか，より高度で実験的な—すなわち
非常に高価な—金属加工に対応した 3 Dプリンタな
どを備えた，プロトタイピング自体を研究対象にした
ラボや，トレーラーに 3 Dプリンタなどを乗せて移動
式FabLabも用意されていた．これは高校での出前授
業や市民参加イベントなどでも利用されるのだという．
図書館には，素材のライブラリがあって，様々な素
材の実物見本が，物性を紹介する資料とともにおかれ，
手にとって触ってみることができるようになっている．
7 . まとめ
本調査では，アジアの中国文化圏にある香港大学，
清華大学，SUTDで実施されているスタジオ形式によ
るデザイン教育の先進事例について，とりわけ学生の
作業空間「スタジオ」と「ショップ」と呼ばれる工房
について注目して，現地調査を行った．
既報では，アメリカ西海岸の大学の調査から，スタ
ジオとショップとの関係や管理体制に、日本の大学と
の違いがあることを指摘した．アジア地域を対象とし
た今回の調査でも，同様の違いが指摘できる．
（ 1 ） スタジオとショップは表裏一体である
いずれの機関のスタジオにも充実したショップが併
設されており，両者は一体と考えられており，学生た
ちがデザインのアイデアをその場ですぐに目に見え体
感できるかたちに試作し，そのアイデアを評価し次に
展開していくプロセスを支援している．「ラピッドプ
ロトタイピング」とよばれるこの試作プロセスは，デ
ザインの思考を駆動していくための本質的な活動とし
て重視されている．
（ 2 ） 管理体制に課題がある
どのショップにも，技術のある管理者がおかれてい
ることが多いが，基本的には学生が自由に使えるよう
になっている．一方で，ショップ管理のむずかしさも
指摘されている．昨今の学生は手でモノを作った経験
が少なくなっており，危険を冒したことがないので，
こうすると危ないというセンスがない．大学のショッ
プを学生に自由に使わせるとところもあるが，危険は
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ある．起こりうる事故に対して，大学は組織的には責
任を取らず，教員に責任を押し付ける傾向にあり，そ
れゆえ，各教員が訴訟に備えて保険に入るようになっ
ている．近年のショップには，新しいデジタル機器や
ロボットなどが導入されており，従来ではありえな
かった新たなタイプの事故の可能性がある．
今回の調査では，リスクを伴うショップの運営につ
いては大学ごとに考え方の違いが見られたものの，専
任スタッフを擁し，積極的な活用を促している．ここ
には，スタジオとショップは一体であって，片肺では
実質的なデザイン教育の環境とは言えないという認識
が共有されていることが現れているといえよう．今日
のデザインは製造工程との関係―とりわけその時点
での先端テクノロジーとの関係を除いて構想すること
はできないからである．
また，キャンパスが狭いことをスタジオ／ショップ
を整備できない言い訳にはできない．香港大学も
SUTDも，高密度なキャンパスの中で，必要なものは
必要として高い優先順位でスタジオ／ショップの環境
整備をしているのである．
今回の調査で気づかされたこととして，多様なコ
ミュニケーションのための空間が充実していることが
挙げられる．清華大学のデスクとテーブルのコンビ
ネーションによる様々なモードの作業の共存を促す空
間や，多ジャンルが隣り合って研究成果となるプロダ
クトの制作を行うSUTD Fab Labのアセンブリス
ペースなど，スケールは様々ではあるが，コラボレー
ションとコミュニケーションのための空間がスタジオ
／ショップのシステムの中に織り込まれていること
が，デザイン教育の活性をもたらすのであろう．
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